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沖縄のサンゴ礁海域を汚濁している

土壌粒子の流出機構に関する研究（１）

地域住民の生活実感をもとにした汚濁の現状の把握

佐藤一紘蕪・川上和宏※葱

KazuhiroSatoandKazuhiroKawmQami：Studiesonmechanismsoftheoutflou

ofsoilgranulemakingturbidcoral-reefseainOkinawa．（１）Cognitionsln

respectofturbidpresentconditionsofcoral-reefseａｔｏｂｅｆｏｕｎｄｏｎｃｏａｓｔｅｒ,ｓ
●

actualimpresslons．

Ａ－１，あなたの部落（区）の前の海には，サンゴ礁

（リーフ）がありますか。

１）ない。６％

２）少しある。２５％

３）よく発達していろ。４２％

４）かなりよく発達している。２３％

５）わからない。３％

６）不明１％

Ａ－２，あなたの部落の前の海は，赤土（黄色い土や，

その他の土も含めて）が流れ込んで濁ることがありまり

ますか。

１）ない。２３％

２）ある。７７％

３）わからない。０％

４）不明0％

Ａ－３あなだの部落の前の海は，赤土以外の物が流れ込

んで濁ることがありますか。

１）ない。３１％

２）少しある。４０％

３）よくある。２８％

４）わからない。０％

５）不明１％

この質問で2)，３）と答えた者へ次の質問を行った。

○その原因は主に何だと思いますか。１つ以上でも結

構です。

１）廃油等抽の類。４０％

２）工場からの廃水等。１４％

３）各家庭からの廃・汚水。２８％

４）その他１５％

５）不明３％

１．はじめに

沖縄では，本土復帰の前後から，異常なまでの速さで

開発が進められており，それにともなって，赤土が海に

流れ込み，サンゴ礁の汚濁が問題になっていろ。この汚

濁に関する研究の第一段階として，沖縄全域にわたる現

状を把握しようとした。そこで，沖縄の海に面している

部落280か所を対象に，そこで実際に生活している人び

との生活実感を知るためにアンケート調査を行った。調

査対象の抽出にはいろいろ問題はあるが，今回は質問の

内容等考慮して，区長あるいは自治会長宛に調査票を郵

送して，138名から回答を得た。回収率は49.3％である。

昭和48年10月中旬に発送し，１１月末までの回答について

集計をした。

質問の回答は，内容が容観的数値等で表わしにくいも

のであるため，それぞれの判断による主観的なものであ

る。しかし，そのような判断になると，ある幅をもった

重なりがあることも確かであり，そのなかにある傾向が

示されることが多い。ここでは，容観的な基準によるの

ではなく，それぞれがどう感じているかということを基

にしてまとめた。

2．調査結果

ここでは沖縄全域についての集計を示し，地域別の比

較は後に行なう。Ａ－２の質問で，ないと答えた者は，

Ｃの質問へ，あると答えた者は，Ｂの質問へ順に答える

ようになっていろ。なを，不明とは，それぞれの質問に

対して，回答のなかったものである。
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Ａ－２の質問で，あると答えた者106名について，以下

のＢの質問を行った。

Ｂ－１，海を汚濁している赤土は，どの程度の雨で流れ

出しますか。

１）ちょっとした雨でも流れ出す。１８％

２）かなりの雨で流れ出す４５％

３）相当大雨のとき流れ出す。３３％

４）わからない。１％

５）不明３％

Ｂ－２，その濁り方は，あなたの感じでは，どんなもの

ですか。

１）ちょっとした濁りだ。１１％

２）それほどひどくない，普通の濁りだ。４０％

３）相当ひどい濁りだ。４６％

４）わからない。0％

５）不明３％

Ｂ－３，雨の降り方や，潮の干満，風の向きなどで－口

には言えないと思いますが，一般的にその濁りは何日く

らい続きますか。

１）１～２日間４８％

２）３～４日間３５％

３）１週間９％

４）１０日間３％

５）それ以上０％

６）わからない。０％

７）不明５％

Ｂ－４その濁りは，どのくらいに拡がりますか。

１）川口附近だけ。５％

２）海岸附近だけ。２６％

３）サンゴ礁の内側だけ。３２％

４）サンゴ礁の外側までも。３２％

５）わからない。１％

６）不明４％

Ｂ－５，お年寄の話し等で，以前借）にも，赤土が流

れ込んで海が濁ったことがありますか。

１）ない。５３％

２）ある。２５％

３）不明２２％

Ｂ－６，最近赤土が流れ込むようになった原因と,思われ

るようなものがありますか。

１）ない。０％

２）ある。７５％

３）わからない。１％

４）不明２４％

この質問で２）と答えた者へ次の質問を行った。

○その原因は主に何だと思いますか。１つ以上でも結

構です。

１）開墾３４％（サトウキビ畑14.6％，

その他の田畑3.1％，不明１％）

２）道路の開設２２％

３）宅地等の造成２１％（一般住宅地5.3％，工場

用地4.2％，観光用地8.0％，その他3.2％，不明

'0.3％）

４）自然の災害１８％

５）その他４％

６）不明１％

Ｂ－７，濁りのもとは，あなたの感じではどんなもので

すか。

１）ほとんど細かい土や泥４８％

２）細かい土や砂が半はんぐらい１１％

３）砂や砂利もかなりある５％

４）その他０％

５）わからない１％

６）不明３５％

Ｂ－８，濁ると海の景色の美しさはどのように変ります

か。

１）さほど変らない。２５％

２）相当そこねる。２５％

３）値うちがなくなるほど，そこねる。２９％

４）わからない。0％

５）不明２１％

Ｂ－９，海が濁ることによって，あなたの部落の生活は

影響をうけているますか。

１）それほどうけていない。１７％

２）少しうけている。４３％

３）かなりうけていろ。２３％

４）わからない。０％

５）不明１７％

この質問で２)，３）と答えた者へ次の質問を行った。

○どのような面で影響をうけているのでしょうか。１

つ以上でも結構です。

１）漁業面３５％

２）観光面２４％

３）子供達が泳いだり，部落の人びとがいさりをした

りする，ふだんの生活面３７％

４）その他３％

５）不明１％

Ｂ－１０，いろいろの開発にともなって，赤土等が流れ込
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んで海が濁っていることについて，あなたはどう思いま

すか。

１）開発によって部落の生活が豊かになるとすれば，

やむをえない。１１％

２）開発によって部落の生活が豊かになるとすれば，

ある程度やむをえない。２５％

３）開発によって部落の生活が豊かになるとしても，

海が汚濁されるのは困る。２２％

４）開発によって部落の生活が豊かになるとしても，

海を絶対に汚濁すべきでない。２７％

５）その他０％

６）わからない。０％

７）不明１５％

Ａ－２の質問で，ないと答えた者32名について，以下

のＣの質問を行った。

Ｃ－１，これからのこと（４，５年さきの近い将来）に

ついてどう思いますか。

１）これからも濁るようなことはないと思う。

２８％

２）あるいは濁ることがあるかもしれないと思う。

５３％

３）きっと濁ると,思う。１３％

４）わからない。３％

５）不明３％

この質問で2），３）と答えた者へ次の質問を行った。

○その理由はどんなものですか。

１）開墾が予想される。８％（サトウキビ畑８％）

２）道路の開設が予想されろ。２４％

３）宅地等の造成が予想されろ。５２％（一般住宅地

6.2％，工場用地3.1％，観光用地39.6％，その他

3.1％）

４）その他１６％

５）不明０％

○濁ることがあるとすれば，あなたの部落の生活は影

響をうけると思いますか。

１）それほどうけないと思う。１４％

２）少しうけると思う。５３％

３）かなりうけろと思う。１９％

４）わからない。 ０％

５）不明１４％

この質問で２）、３）と答えた者へ次の質問を行った。

○どのような面で影響をうけるでしょうか。１つ以上

でも結構です。

１）漁業面３５％

２）観光面２７％

３）子供達が泳いだり，部落の人びとがいきりをした

りする，ふだんの生活面３８％

４）その他０％

５）不明０％

Ｃ－２，いろいろの開発にともなって，赤土等が海に流

れ込んで，海が濁ることが仮にあるとすれば，あなたは

それについてどう思いますか。

１）開発によって部落の生活が豊かになるとすれば，

やむをえない。６％

２）開発によって部落の生活が豊かになるとすれば，

ある程度やむをえない。９％

３）開発によって部落の生活が豊かになるとしても，

海が汚濁されるのは困る。２２％

４）開発によって部落の生活が豊かになるとしても，

海を絶対に淀濁すべきでない。４４％

５）その他０％

６）わからない。０％

７）不明１９％

3．考察

２）Ａの質問に関して

部落の前の海にサンゴ礁がない，と答えた所は６％

で，地城的には，大宜味村の塩屋湾，名護市の屋我地内

海に面した部落である。このことから程度の差こそあ

れ，沖縄の海はサンゴ礁の海といえるし，大方はよく発

達しているようである。そのような海の約８割の所で，

赤土等の土壌粒子の流出によって汚濁されていろ。しか

し,地域的には若干の差異があり，沖縄本島では，８５％

が濁ることがあるとしているのに対し，本島周辺の離島

で68％，宮古で65％，八重山で67％となっており，本島

が若干汚濁の範囲が広いことを示すものと考えられる。

また，その他の原因による汚濁もかなりあることが，

Ａ－３の結果から解る。特に，大きな集落．工場の少な

い八重山では，廃油等による汚濁が55％で高率を示して

いろ。他の原因としては，基地からの廃汚水，畜産業特

に養豚からの汚水が目立つ。

２）Ｂの質問に関して

Ｂ－１で，ちょっとした雨でも赤土が流れ出すとした

のは，本島．宮古で24％あったのに対して，本島周辺の

離島・八重山で0％であるのは対象的である。このこと

が何を意味するものか速断しがたいが，流域の大きさ．
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地形・地質・土地利用の状態等と深い関連があると考え

られる。相当の大雨では，普通の流域の状態でも，河川

の濁りが見られることから雨の量との関連で、その流出

機構に差異のあることが推察される。即ち，ちょっとし

た雨で流れ出すものは，小さな掃流力で容易に動き得る

状態にあり，相当の雨で流れ出すものは，掃流力，侵食

力が大きくなって，はじめて動きだす状態，言いかえれ

ば，安定な状態にあることを示していろ。Ｂ－２で，相

当ひどい濁りだとしているものは，本島で51％，周辺の

離島で47％であるのに対し，宮古23％，八重山37％と，

ここでも，本島とその周辺で汚濁が進んでいることを示

している。濁りが続く期間は，８割強が３～４日間であ

った。１０日以上としているのは，東村平良，大宜味村大

保，北谷村砂辺であった。筆者の観察によれば，，１週

間としている所でも，`慢性的に濁っている所が数か所あ

る。それは，遠浅の湾で，－回沈でんした粒子も，ちょ

っとした波立ちでまた浮遊の状態になるためで，これ

は，雨との関係より風との関連が強い。

赤土の流出があると，サンゴ礁の範囲は，６割以上の

所で濁り，その点では地域差は見られない。

Ｂ－５で，以上にも赤土等の流出があったという話し

を聞いたことがあるのは，本島で18％，周辺の離島で４２

％，宮古で31％，八重山で38％となってている。その大

部分は自然災害になるもので，その地域差が，台風や前

線等の原因の頻度，災害に対する掴ﾌｾ性の差異との関連

によるものかについては別の面から今後検討したい。

大多数のものは，赤土流出を何らかの原因と結びつけ

て考えており，その多くは開墾をあげている。サトウキ

ビ畑・パイナップル畑，その他の比率は，その地域性を

反映して，本島で４：５：１，周辺の離島で５：５：

０，宮古で１０：Ｏ：Ｏ，八重山で４：４：２であった。

また，宅地等の造成は本島・宮古で多く，周辺の離島，

八重山ではなかったが，周辺の離島・八重山でも造成の

あったことを聞いているので，回収できなかった部分に

入っているものと考えられる。造成のうちでは，ホテ

ル，レジャー施設等の観光用地の多い点が注目されろ。

濁ると海の美しさを相当，あるいは値うちのなくなる

ほど損ねるとしたものは，本島で59％，周辺の離島で

32％，宮古で70％，八重山で54％で，大勢として，景色

への影響は相当大きいと考えられる。しかし，Ｂ－２

で，相当ひどい濁りだとしたものが，Ｂ－８では，さほ

ど変らないとしている場合もあり，その海岸の状況によ

って，一概に割り切れない面と主観による難しさが表わ

れていろ。

Ｂ－９で，濁ることで，生活にかなり影響をうけると

したものは，本島で32％，周辺の離島で５％，宮古で１５

％，八重山で０％となっており，部落のふだんの生活と

漁業面での影響が大きい。特に本島では，汚濁の進み方

が生活に直接影響を与えている度合が大きい。影響のう

け方も，その部落と海とのかかわり方によって異なり，

いくら濁っても生活に影響をうけない場合もあり得る

が，全般的にふだんの生活の比率が大きいことは，親し

く海に接している沖縄の生活をよく反映していろ。Ｂ－

１０については後にふれろ。

５）Ｃの質問に関して

現在汚濁されていないところについて，これからのこ

とを質問したが，６割強のものは，何らかの理由によ

り，濁ることを予想していろ。その理由の大きいもの

は，観光用地の39.6％，道路の開設の24％である。そし

て，７割強のものは，何らかの形で生活に影響をうけ

るだろうと答えている。このことは，従来の一般にいわ

れる開発は，それを予想すれば，海の汚濁も，結果とし

て予想しなければならないような形で行なわれてきたこ

との反映であり，残されたこれらの汚濁されていない海

を，従前の轍に入れないための方策もここから発想され

ねばならない。

４）汚濁の状況と開発に対する姿勢について

赤土の流出が現在あるものに対するＢ－１０の質問と，

流出のないものに対するＣ－２の質問との答えを比較す

ると，やむをえない，または，ある程度やむをえないと

しているものが，前者36％，後者で15％，汚濁されるの

は困る，または，絶対に汚濁すべきでないとしているも

のは，前者で49％，後者で66％となっている。自然な考

え方としては，汚濁のない所では，豊かさを求め，環境

が代償となるように思われるが，傾向としては，逆に出

てきていろ。その背景を明らかにするために，次のよう

な検討を行った。

Ｂ－２の答えの番号は順に，濁りの程度をある程度表

わしており，Ｂ－１０，Ｃ－２の答えも番号の順に開発と

環境に対する姿勢を表わしていることから，Ｃ－２には

Ａ－２から濁り０を対応させて，それらをＸ・Ｙ軸にと

って，原点からのベクトルとして描いたのが，図－１で

ある。（a)は恩納村の例で，部落によって，それぞれの

方向を指しているが，恩納村全体の方向をみると，（b）

の恩納村のベクトルとなる。同様にして他の市町村も

(b)に描いてみた。（b)に書いたように筆者なりに，Ｘ・
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００ ３Ｚ２ Ｓｌ
濁りの程度

（a）

Ａ軽汚濁開発指向型Ｃ汚濁先行環境優先行

Ｂ汚濁先行開指向型Ｄ軽汚濁環境優先型

図－１環境に対する姿勢と濁りの程度との関係

ノ

濁りの程度
（b）

Ｙ軸の値から，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに区分し，ベクトルの先

がどこに入るかで，市町村の型を見た。（ｂ)についての

考え方は，いろいろあると思うが，その１つとして現状

と過去の諸条件を考え合せて，Ｃに入っている所はＡ→

Ｂ→Ｃというパターンで進んだのではないかと考えられ

ろ。それは，前述の自然な移行の形と思われろ。しか

し，Ａの国頭村と，地理的，経済的条件が類似していろ

と思われる宮古，八重山がＣに入っている点をどう考え

るべきだろうか。

そこで，表－１と表－２の各要素の関連をすべての間

の相関係数で考えてみた。ここでとりあげた市町村は，

４件以上の回答があり，かつそれが，回収率50％以上で

あるものである。名護市は，海岸線の性格の違いから３

つに分け，Ｉは東海岸の１日久志村に相当する。その結果

から，高い相関係数のものを，内容と意味を吟味してみ

た。それから，ある程度意味があり，ある傾向を示すと

思われるものは次のようなものである。環境に対する姿

勢と濁りの程度は，城辺町・伊良部村つまり，Ｄに入る

もの老除くと，ｒ＝0.5513とかなり相関が高い，このこ

とは，一般的には，ＡからＣに向かってベクトルが伸び

るであろうことを示す。他に姿勢と強い関連を示す原因

も，要素もみられない。濁りの程度とは，ｈ/９（ｒ＝0.

6772），ｉ/９（ｒ＝0.6649）が相関が高い。原因につい

ては，サトウキビの開墾が原因とするものと，ｊ（ｒ＝

-0.6824)，パイナップルの開墾と，ｆ（ｒ＝0.8896)，

ｊ（ｒ＝-0.6339）道路の開設と，ｂ/ａ（ｒ＝0.6080）

等が相関が高い。そのいくつかを図－２に示した。サト

ウキビの単位収量と，原因のサトウキビ，パイナップル

共に正の相関があり，パイナップルの単位収量と，原因

のサトウキビ，パイナップル共に負の相関がある。そし

て，サトウキビの単位収量とパイナップルとのそれと

は，負の相関を示し，さらに，パイナップルの単位収量

と１戸当りの作付け面積にも，ゆるいが傾向としては正

の相関がありそうである。１戸当りの作付け面積と濁り

の程度には正の相関がある。以上を総合すると，漁業は

どの項目とも特に強い関連はみられず，沖縄全体を考
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えると，農業の在り方が問題になるだろう。

つまり，パイナップルが重要な産業であり，

集約的経営が進んでいる所ほど，濁っている

のに，その原因は農業とは考えていない，ま

たは，そう考えたくない，という傾向がみら

れろ。以上のことは，少ない資料と相関係数

の有意性の点で，確言できないが，そのよう

な傾向のあることは確かであろう。結局，宮

古・八重山がＤに入っている有力な説明は，

みつからなかったが，他の地域の現状を見て‐

の反映とも考えられろ。

沖縄では，高度経済成長のなかで林業は衰

退し，市町村有林への農業的利用の要求が高

まり，農地への，特にパイナップル畑への転

用で経営規模を拡大し農家経済の安定を図ろ

ため，市町村有林の個人への貸付け，譲渡が

進められてきた(`)。この貸付け，譲渡の際の

条件として，土壌侵食，土壌流出に対する予

防措置をとる義務を付け，さらに積極的にこ

れを補助する等，今後考えられるべきことだ

と思う。
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表１市町村別の濁りの程度，環境に対する姿勢，濁りの原因のなかにしめる割合

濁りの原因のなかにしめる割合％目仁
環境|こに対
する姿勢濁りの程度 観光用地の

造成
パイナップ
ル畑の開墾

サトウキビ
畑の開墾 道路の開設

国頭村

大宜味村

東村

名護市Ｉ

恩納村

宜野座村

与那城村

伊平屋村

仲里村

城辺町

伊良部村

1.8 1.8 25.0 25.0 25.0 1２．５

２．７ ２．６ 22.7 1８．２ 1８．２ 4.6

2.8 ３．１ 1３．０ 2１．７ 17.4 4.3

1.8 1.4 35.7 28.6 7.1 7.1

2.5 ３．２ 23.8 23.8 1４．３ 14.3

2.8 ３．７ 20.0 20.0 40.0 20.0

3.02.7 0.0 ０．０ 0.0 0.0

1.7 2.3 0.0 0.0 33.3 0.0

3.0 2.4 36.4 3６．４ 1８．２ 0.0

1.3 3.8 0.0 100.00.0 0.0

1.8 3.2 0.0 0.025.0 25.0
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表２市町村別の各要因
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註（b)，に)，（g)は1971年沖縄農業センサス報告書（沖縄県統計課）

（1.～(q)は1973年沖縄の水産業（沖縄県農林水産部）

その他は第17回沖縄県統計年鑑（沖縄県）


